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基本施策 Ⅰ-３　スポーツと文化・芸術を振興する

個別施策 ②　文化芸術の振興

個別施策の
方向

　市民の文化芸術に親しむ機会を広め、自主的な文化活動の支援を行うとともに、つくば市
らしい独創性のある芸術の振興に取り組む。

個別施策評価調書
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つくば市の現状やまちづくりへの取組について

17）文化・芸術

平成28年度つくば市行政経営懇談会　評価結果

総合評価 Ｂ 施策の成果が一部確認でき、今後更に推進させるべきである。

提言
　ノバホールをはじめ市内にはいくつかのホールが設置されている。そうしたホールを今以上
に活用し、市民の文化度を上げるためにも、さらなる事業推進を図られたい。
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取組概要

・芸術文化公演事業：（公財）つくば文化振興財団との連携により、鑑賞型の招へい公演を中
心に、市内の文化施設等を利用して、音楽・演劇等の幅広いジャンルの芸術文化公演事業を年
間約20公演実施する。また、平成27年度からチケットのインターネット予約販売を開始した。
・市民文化祭開催事業：市内各地区の地域交流センター・体育館・市民ホール等を会場とし
て、団体及び個人の作品展示やステージ発表のほか、音楽会・小中学校芸術展などを実施す
る。

成果

・芸術文化公演事業：文化芸術の拠点施設であるノバホール・つくばカピオを主な会場とし、
幅広いジャンルの作品を提供した。また、国際的に活躍する著名なアーティスト等による音楽
公演を行い、国際都市つくばらしい事業を行うことができた。また、チケットのインターネッ
ト予約販売を普及し、利便性の向上を図ることができた。
　H27：23公演・入場者20,164人　　　　　　 H28：24公演・入場者16,394人
　H29：20公演・入場者20,108人
・市民文化祭開催事業：市民が文化芸術を身近に接することにより興味や関心を育むことがで
きた。また、来場者数も年々増加している。
　H27：参加団体375団体・来場者24,117人　　H28：参加団体358団体・来場者27,780人
　H29：参加団体377団体・来場者28,084人

今後の
課題

・芸術文化公演事業：公演・プログラムの選定にあたっては、限られた予算の中で多様な質の
高い公演等の紹介と集客向上の両立が課題であり、情報を広く周知し、集客の向上を図る必要
がある。
・市民文化祭開催事業：アンケート等で希望の多い、体験教室や子ども向けの企画を増やすな
ど内容を工夫し、集客につなげる。

改善目標
・芸術文化公演事業：集客については、事業PRを相互にきめ細やか・広範に行うとともに、イ
ンターネット予約を更に普及させ、入場率を上げていく。
・市民文化祭開催事業：体験教室や子ども達の作品展示などを行い、集客につなげていく。

自己評価（主管部署評価）

自己評価
記述

・芸術文化公演事業：市の文化拠点施設であるノバホール，つくばカピオを主会場に，幅広い
ジャンルの優れた芸術作品等の鑑賞機会を提供することが出来ている。また、国際的に著名な
アーティスト等による音楽公演を行い, 国際都市つくばらしい事業を行うことができた。さら
に、チケットのインターネット予約販売を普及し、利便性の向上を図ることができた。引き続
き財団との緊密な連携のもと，市民ニーズ等を考慮し，個性あふれる創造性豊かな市の文化･芸
術の振興に取り組んでいく。
・市民文化祭開催事業：体験教室や子ども達の作品展示を行い、アンケートでも高評価を得る
ことができた。引き続き集客増に繋がるような企画を検討する必要がある。
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